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1 概要
1.1 目的
1.2 位置づけ
1.3 対象ユーザ
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1.6 定義（用語、略語）
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	正式表記
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2 プログラムユニット機能／構成設計書
2.1 プログラムユニット一覧表
	プログラム

ユニットID
	プログラムユニット名
	機能概要
	関連機能ユニットID

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	



2.2 プログラムユニット構成図


図 1　プログラムユニット構成図
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3.1 プログラムユニット詳細処理
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3.2 状態管理

3.3 リソース定義

3.4 ハードウェア制御方法

3.5 システム初期化処理

3.6 共通定義

4 プログラムユニットインタフェース設計書
4.1 シーケンス図


図 2　シーケンス図
4.2 インタフェース詳細
	インタフェースID
	

	インタフェース名
	

	関連機能ユニットID／
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	概要
	

	入力
	

	出力
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5 メモリ使用量
	メモリ種別
	使用量
	関連プログラム

ユニットID
	備考

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


6 その他
文書名


【SW305ソフトウェア詳細設計書】
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＊状態遷移表などを使って、ソフトウェアの状態とその状態がイベントを起因として遷移する状態を整理する





＊プログラムユニット構成をブロック図などで整理する





＊共通に利用するリソース（メモリ、DBなど）について用途や値などを整理する








＊ハードウェアの制御方法（書き込み／読み出し方法、制約・留意事項など）を整理する





＊ハードウェアおよびソフトウェアの初期化方法（初期値、順序など）を整理する





＊ソフトウェア全体を通して共通に使用する値（エラー値、コンパイル条件、リソースのサイズなど）を整理する





＊プログラムユニット間の相互作用をシーケンス図などで整理する





＊実装可能なレベルまで詳細化する





＊関連機能ユニットＩＤはソフトウェア・アーキテクチャ設計書で定義したIDを記載する
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